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	【資料1-2】社会基盤中間フォローアップ（１）土砂修正0628見え消し.pdf
	（１）平成21年度の進捗状況①　状況認識
	②　戦略重点科学技術の進捗状況
	＜防災＞
	＜テロ対策・治安対策＞
	警察庁では、DNA型分析による高度プロファイリングシステムの開発、３次元顔画像を用いた個人識別法の高度化に関する研究などを実施し、現場活動を支援し人命救助や被害拡大を阻止する新技術に資する研究を行った。文部科学省では、科学技術振興調整費の一部や戦略的創造研究推進事業、安全・安心科学技術プロジェクトを活用し、現場活動を支援し人命救助や被害拡大を阻止する新技術のうち、特に有害危険物現場検知技術と被害予測シミュレーションについて研究開発を行った。
	国土交通省では、国際交通基盤の統合的リスクマネジメントに関する研究を実施し、主要な国際空港・国際港湾の機能が低下・停止した場合にも適切にサービスを確保するためのリスクマネジメント手法を検討・提案した。
	総務省では、大規模自然災害時等の消防防災活動に関する研究、化学物質の火災爆発防止と消火に関する研究等を行っており、概ね当初計画の通り進捗した。
	＜ストックマネージメント＞
	＜国土の管理・保全＞
	＜交通・輸送システム＞
	警察庁は、運転者の情報処理能力に関する認知科学的研究を実施し、後期高齢者の事故予測能力等を診断する安全運転診断法及び安全運転診断装置の開発を完了した。また、高度な交通事故分析技術の開発を実施し、単独事故、右直事故等実際の交通事故を想定した実車追突事故におけるデータ解析手法の構築を進めた。
	経済産業省は、環境適応型小型航空機用エンジン研究開発を実施し、インテグレーション技術の獲得のため、高圧圧縮機の設計・一部製造や燃焼器による燃焼試験、これら要素技術等の成果を反映したエンジンの全体設計のアップデートを行った。また、次世代製造部材創製・加工技術開発を実施し、炭素繊維複合材のエンジンファン部への適用化技術開発、軽量耐熱材料であるセラミック複合材（ＣＭＣ）のエンジンタービン部への適用化技術開発、光ファイバを活用した複合材構造健全性診断技術開発及び先進的チタン合金の低コスト・高効率加工プロセス等に係る技術開発を着実に行った。
	文部科学省は、航空機・エンジンの全機インテグレーション技術及び先進要素技術の新需要対応航空機国産技術を実施し、離着陸時騒音要因の一つである脚騒音の約4dBの低騒音化やインフライトシミュレーションによる実飛行環境での操縦妥当性の確認に成功するなど、将来旅客機開発に貢献する先端技術の成立性を実証するとともに、ジェットエンジン燃焼器の要素試験（シングルセクタ試験）において、NOx排出の国際基準値（ICAO基準値）を大幅に下回る世界最高レベルの-74％を実証した。また、静粛超音速研究機の研究開発を実施し、機体周りの圧力波形を推算する新たなツールを開発して従来手法に比べ約1/10以下の時間で機体周囲の圧力波形推算を可能とするとともに、空中ブーム計測システムを開発して既存機を用いた実測を行った。
	国土交通省は、ICT技術の活用による航空交通管理・運航支援技術を実施し、航空路や混雑空港の容量拡大に関する解析や、安全性・効率性向上に係る評価等を行った。

	③　重要な研究開発課題の進捗状況
	＜防災＞
	＜テロ対策・治安対策＞
	＜都市再生・生活環境＞
	＜ストックマネジメント＞
	＜国土の管理・保全＞
	農林水産省では水循環・農林水産生態系の自然共生型管理技術の開発を進めており、流域最上流の森林から、水田、畑を経て河口、沿岸域までを統合して、地表水、地下水の流動を一体的に計算する3次元分布型水物質モデルを開発し、農地から地下水への農薬負荷推定や、硝酸性窒素の地下流出濃度、流出量、降水量変動に対する影響などを推定している。また土壌への炭素蓄積効果を全国レベルで推定した。
	＜交通・輸送システム＞
	地域における移動しやすい交通システムの構築では、路面凍結予測等による冬期道路管理の高度化について概ね当初計画通り順調に進捗している。
	超音速輸送機実用化開発調査については、超高速機の機体構想の策定・見直し、遷・超音速域での最適空力形状の検討、軽量・低コスト化を実現する複合材部品成形技術の検討等を実施している。また、超音速旅客機技術に関して日仏共同研究を継続している。
	近距離型航空機技術については、回転翼機技術の研究開発と将来の近距離型航空機の研究を当初計画通り、順調に進めている。具体的には、回転翼機について、ブレード上下面への圧力センサ高密度配置、ヘリコプタ全機周りのCFD計算手法を用いたロータ空力騒音の解析手法の開発、CFD検証用データベースを用いたシミュレーション能力の確認、D-NET（運航管理システム）導入による運航最適化シミュレーションの効果の確認を行った。また、VTOL（Vertical TakeOff and Landing）機（垂直離着陸機）の要素技術開発のうち、電動によるファン方式のVTOL模型機を用いて、屋外におけるホバリングから水平飛行へ至る遷移飛行を実証した。
	航空機関連先進要素技術については、次世代航空機用構造部材創製・加工技術の開発、航空機用先進システム基盤技術の開発及び防衛省機の消防飛行艇等への転用の検討を計画通りに進めている。具体的には、炭素繊維複合材のエンジンファン部への適用化技術開発、軽量耐熱材料であるセラミック複合材（ＣＭＣ）のエンジンタービン部への適用化技術開発、先進パイロット支援システム（知的制御システム・知的操縦支援システム）に係る技術開発、航空機システム先進材料（既存材料とは異なる反射・透過特性を有するメタマテリアルＲＦデバイス）に係る技術開発等を実施するとともに、民間輸送機への転用のための構想・仕様の検討及び消防飛行艇への転用のための消火システム構想の検討等を実施した。
	＜ユニバーサルデザイン＞
	経済産業省では、子どもを安心して育てられる生活環境を整備するため、子どもの事故の情報収集・分析・共有システムの構築を行い、約7700件の事故情報を収集した。
	（財）鉄道総合技術研究所は、鉄道における次世代高速大容量移動体通信を実現する手法として、レーザスキャン方式による光通信に着目し、在来線を使った実証実験で、１３０ｋｍ/h走行でも５００－７００Mbpsのスループットを得ると共に、地上と車両の間で双方向ハイビジョン伝送にも成功した。
	（２）中間フォローアップ（平成21年5月）への対応
	（３）進捗状況についての所見

	資料１－２－３．７（１）
	社会基盤

	資料１－２－３．７（２）

